
 

資料１－１ 
 
公民館への指定管理者制度の導入に向けての動き 

（これまでの経過） 
 

●千葉市第１次実施計画（計画期間：平成２４～２６年度） 

「指定管理者制度や施設利用にかかる公平な受益者負担の導入について検討」を

盛り込む。 

 

●平成２４年７月２６日 平成２４年度第２回社会教育委員会議 

指定管理者制度の導入について議論を開始。 

以降、平成２８年４月１９日（平成２８年度第２回会議）まで８回議論を重ねる。 

 

●平成２８年３月２５日 平成２７年度第３回社会教育委員会議 

  「公民館への指定管理者制度の導入について（素案）」を提示。 

 

●平成２８年５月３１日 平成２８年度第３回社会教育委員会議 

概ねの社会教育委員が、指定管理者制度の導入を肯定。 

「公民館における指定管理者制度の導入について（意見のまとめ）」を千葉市教

育委員会に提出。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●平成２８年５月３１日  公民館を考える会が千葉市議会に対し陳情書を提出 

公民館への指定管理者制度の導入については、拙速に決めることなく、じっくり

と時間をかけて慎重な審議を行うべきとする『「公民館への指定管理者制度の導入

について（素案）」に関する陳情書』を提出。 

 

●平成２８年６月 第２回定例会 

 教育未来委員会にて陳情審査。継続審議となる。 

 

●平成２８年６月３０日から平成２８年１１月１１日まで 

公民館運営審議会、公民館運営懇談会、公民館利用者等への説明を実施（８０回）。 

 

●平成２８年９月 第３回定例会 

  教育未来委員会にて陳情審査。再度、継続審議となる。 

 

●平成２８年１２月 第４回定例会 

  教育未来委員会にて陳情審査。採択送付となる。 

 

●平成２９年１月２１日 

市民への説明会を実施（各区１会場）。 

概ねの委員が、これまでの指定管理者制度の導入実績や公益財団法人である教育振

興財団が管理することによる継続性、専門性向上の観点等から、導入に肯定的。 

しかし、一部の委員から、経費の再配分の実現性や災害時の対応などの観点から、

社会教育施設として直営で管理すべきであるという意見がある。 

これらを踏まえながら指定管理者を含めた公民館のあり方について検討し、市民サ

ービスの向上にけて必要な施策を実施すべきであると考える。 

意見のまとめの概要 


